
タバコの煙は空気中を漂い、あたり一

面に広がります。例えば、喫煙者が火の

付いたタバコを手にして子どもと話してい

る光景を想像してみてください。 

このとき、子どもは喫煙者のはく息に含

まれるタバコの煙（呼出煙）をまともに吸い

込みます。さらに手にしたタバコの先から

も煙（副流煙）がでていて、この煙の成分

も吸い込まされるのです。これこそが、他

人のタバコを吸わされてしまう“受動喫煙”

です。 

 

そして、左のグラフを見てください。じつ

は、喫煙者本人が吸い込む煙（主流

煙）に比べ、吸っていない時に先端か

らでる副流煙の方がはるかに有害成

分の濃度が高いのです。副流煙は、く

すぶっている状態なので、より“煙たい”

わけです。 

 

と言うわけで、受動喫煙をうけるとそ

のダメージは意外に大きいのです。左

の表にあるように、喫煙者と同じように

脳卒中や肺がんになるリスクが高くなる

事がわかっていて、受動喫煙が原因と

考えられる死者が年間１万５千人もいる

と言われています。 

 

タバコを吸うのは自分だけの問題で

はありません。他人への影響があること

を忘れてはいけません。 
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